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第４回
定例会

　
11
月
30
日
（
初
日
）
、
委
員
会
提
出
議
案
を
含
む
15
議
案
の
説
明
を
行
い
、
常
任
委
員
会

に
付
託
し
た
議
案
３
件
と
委
員
会
提
出
議
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
12
月
２
日
（
２
日
目
）
に
は
、
初
日
に
提
案
説
明
を
行
っ
た
補
正
予
算
５
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

　
12
月
16
日
（
最
終
日
）
に
は
、
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
議
案
６
件
を
可
決
し
、
追
加
提

案
さ
れ
た
意
見
書
案
３
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
提
出
議
案
な
ど

　
　
　
　

15
議
案
を
可
決

○
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

町
の
財
政
状
況
に
か
ん
が

み
、
議
会
議
員
の
12
月
期
の
期

末
手
当
支
給
率
を
０
・
１
カ
月

分
減
額
す
る
も
の
で
、
影
響
額

は
約
75
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、「
こ
れ
ま

で
も
費
用
弁
償
の
撤
廃
や
議
員

報
酬
の
削
減
が
行
わ
れ
て
き

た
。
人
件
費
削
減
競
争
を
是
認

す
る
も
の
で
、
内
需
拡
大
の
取

り
組
み
に
逆
行
す
る
」
と
の
反

対
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算

５
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
主
な
内
容
は
、

人
事
院
の
給
与
改
定
勧
告
に
伴

う
職
員
給
与
費
の
更
正
減
、
対

象
件
数
の
伸
び
に
よ
る
障
害
者

自
立
支
援
事
業
費
及
び
小
児
医

療
費
助
成
事
業
費
の
追
加
、
予

防
接
種
委
託
料
の
増
加
に
よ
る

予
防
事
業
費
の
追
加
、
２
路
線

の
道
路
維
持
補
修
事
業
費
の
追

加
、
特
別
支
援
学
級
の
設
置
に

伴
う
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

費
の
追
加
な
ど
で
す
。

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

主
な
内
容
は
、①
人
事
院
の

給
与
改
定
勧
告
に
基
づ
く
一
般

職
の
職
員
の
給
与
改
定
（
中
高

齢
層
の
月
例
給
の
引
き
下
げ
・

期
末
勤
勉
手
当
０
・
２
カ
月
分

の
引
き
下
げ
）
②
町
の
財
政
状

況
を
か
ん
が
み
、平
成
23
年
４

月
か
ら
24
年
３
月
末
ま
で
の
間
、

管
理
職
員
の
給
料
月
額
を
５
％

引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、
「
景
気
浮

揚
の
観
点
か
ら
引
き
下
げ
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
の
反
対
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

問　

改
正
に
よ
る
影
響
額
は
。

答　

中
高
齢
層
の
引
き
下
げ
で

委
員
会
審
査

― 

議
案
の
概
要 

―

　
本
定
例
会
で
は
委
員
会
に
対
し
、
議
案
９
件
が
付
託
さ

れ
ま
し
た
。
議
案
３
件
は
初
日
に
委
員
会
審
査
が
行
わ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
16
日
（
最
終
日
）
に
は
、
委
員
長
よ
り
審
査
報
告

が
行
わ
れ
、
委
員
会
審
査
同
様
、
議
案
６
件
が
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

は
約
１
８
０
万
円
、
期
末
勤
勉

手
当
の
引
き
下
げ
で
は
約
２
千

８
７
０
万
円
、
管
理
職
員
の
引

き
下
げ
で
は
約
１
千
６
４
０
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
及
び
教
育

委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務

時
間
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

一
般
職
の
職
員
の
期
末
手
当

改
定
に
伴
い
、
同
様
の
措
置
を

講
ず
る
た
め
、
さ
ら
に
町
の
財

政
状
況
に
か
ん
が
み
、
特
別
職

の
職
員
及
び
教
育
長
の
給
与
の

減
額
措
置
を
講
ず
る
た
め
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
①
特
別
職
の

職
員
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当

を
０
・
２
カ
月
分
を
引
き
下
げ

②
町
長
の
給
料
月
額
の
20
％
を

引
き
下
げ
③
副
町
長
及
び
教
育

長
の
給
料
月
額
の
10
％
を
引
き

下
げ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
②
及
び
③
は
、平
成
23

年
４
月
か
ら
24
年
３
月
ま
で
の

間
、適
用
さ
れ
ま
す
。改
正
に
よ

る
影
響
額
は
、年
間
約
３
９
０
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
条
例
の

制
定

　

積
極
的
に
寄
附
金
を
募
る
と

と
も
に
、
寄
附
者
の
意
向
を
尊

重
し
た
活
用
を
行
う
こ
と
で
、

多
様
な
人
々
の
行
政
へ
の
参
画

を
推
進
し
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
図
る
た
め
に
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
寄
附
金
を
活

用
す
る
事
業
を
７
項
目
（
①
都

市
基
盤
整
備
②
環
境
③
健
康
、

福
祉
④
消
防
、
防
災
、
交
通
安

全
⑤
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

⑥
産
業
振
興
⑦
そ
の
他
町
長
が

必
要
と
認
め
る
事
業
）
を
設
定

し
、
活
用
使
途
を
寄
附
者
が
指

定
で
き
る
も
の
で
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例
の
制
定

　

ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
条
例
に

基
づ
く
寄
附
金
を
収
受
し
、
管

理
運
営
す
る
た
め
の
基
金
を
設

委
員
会
提
出
議
案

補
正
予
算

補　　正　　予　　算　　額　　表
会　計　区　分 補　正　前 補　正　額 補　正　後
一　般　会　計 132億 376万1千円 1億 596万7千円 133億 972万8千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 53億9,184万0千円 204万9千円 53億9,388万9千円
老 人 保 健 事 業 119万6千円 ― 119万6千円
後期高齢者医療事業 5億8,138万3千円 △384万0千円 5億7,754万3千円
下 水 道 事 業 14億6,703万5千円 361万8千円 14億7,065万3千円
介 護 保 険 事 業 22億3,323万0千円 △644万0千円 22億2,679万0千円

（仮称）健康福祉総合
センター用地取得事業 7,836万6千円 ― 7,836万6千円

合　　　　　計 229億5,681万1千円 1億 135万4千円 230億5,816万5千円
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置
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

○
企
業
等
の
立
地
促
進
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

企
業
の
立
地
促
進
及
び
既
存

企
業
の
新
規
事
業
展
開
の
支
援

制
度
に
つ
い
て
、制
度
内
容
を
見

直
す
と
と
も
に
、期
間
を
さ
ら
に

５
年
間
延
長
し
、町
の
経
済
の
活

性
化
と
町
民
生
活
の
向
上
を
図

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

主
な
見
直
し
内
容
は
、
①
償

却
資
産
の
減
免
措
置
を
３
年
間

に
短
縮
②
雇
用
奨
励
金
を
20
万

円
に
引
き
下
げ
③
雇
用
奨
励
金

の
交
付
対
象
と
な
る
雇
用
人
数

を
１
人
目
か
ら
適
用
④
雇
用
奨

励
金
の
上
限
人
員
の
撤
廃
を
行

う
も
の
で
す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、
「
企
業
へ

の
優
遇
措
置
や
減
免
よ
り
も
、

税
収
の
確
保
が
最
優
先
」
と
の

反
対
討
論
と
、
「
将
来
の
財
源

確
保
の
た
め
に
重
要
な
施
策
」

や
「
産
業
集
積
拠
点
と
な
る
田

端
西
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
い
」
と
の
賛

成
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定

　

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
、

請
願

 

陳
情
の

  

審
査
結
果

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
改
善

を
求
め
る
陳
情

　

平
成
22
年
５
月
に
提
出
さ
れ
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
本
陳

情
は
、
審
査
の
中
で
「
公
共
交

通
の
あ
り
方
は
一
つ
で
は
な
く

様
々
な
方
策
を
検
討
す
べ
き
」、

「
趣
旨
は
理
解
で
き
る
。
解
決

策
を
検
討
し
行
政
に
働
き
か
け

る
べ
き
」、「
切
実
な
陳
情
者
の

思
い
に
応
え
る
べ
き
」、「
本
陳

情
は
地
域
限
定
の
内
容
で
あ

り
、
町
内
全
域
で
判
断
す
べ
き

内
容
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

◇
憲
法
違
反
の
外
国
人
参
政
権

に
よ
る
選
挙
を
実
施
し
な
い
こ

と
に
関
す
る
陳
情

　

平
成
22
年
７
月
に
提
出
さ
れ
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
本
陳

情
は
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
審

※

議
未
了
と
な
り
ま
し
た
。

※
審
議
未
了
と
は
不
採
択
と
は
異
な

り
「
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
す
。

◇
国
に
「
私
学
助
成
予
算
の
削

減
に
反
対
し
、
増
額
を
要
望
す

る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

　

平
成
22
年
８
月
に
提
出
さ
れ
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
本
陳

情
は
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◇
神
奈
川
県
に
「
私
立
学
校
経

常
費
補
助
の
増
額
と
私
立
高
等

学
校
等
生
徒
学
費
補
助
金
お
よ

び
神
奈
川
県
私
立
学
校
学
費
緊

急
支
援
補
助
金
の
対
象
世
帯
の

拡
大
、
補
助
額
の
拡
充
を
要
望

社
団
法
人
寒
川
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
指
定
し
た
い
と

し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

○
神
奈
川
県
町
村
情
報
シ
ス
テ

ム
共
同
事
業
組
合
の
設
置

　

組
合
と
組
合
町
村
間
の
情
報

シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
、
管
理
及
び
運
営

に
関
す
る
事
務
と
付
帯
事
務
を

共
同
処
理
す
る
一
部
事
務
組
合

を
設
置
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
県
内
の
町
村

14
団
体
で
構
成
す
る
一
部
事
務

組
合
を
設
置
し
、
戸
籍
事
務
や

税
な
ど
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共

同
化
を
図
り
、
経
費
の
負
荷
軽

減
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
も
の
で
す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、
「
共
同
化

に
よ
る
リ
ス
ク
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
に
は
、
十
分
に
配
慮

さ
れ
た
い
」
と
の
賛
成
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

○
町
道
路
線
の
認
定

　

開
発
行
為
に
よ
り
帰
属
さ
れ

た
４
路
線
と
管
理
換
え
さ
れ
た

１
路
線
を
町
道
路
線
に
認
定
し

た
い
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
で
、
現
地
踏
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
陳
情
８
件
が
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
４
件
と
併
せ
て
審
査
さ
れ

ま
し
た
。

　
12
月
16
日
（
最
終
日
）
に
採
決
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お

り
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

す
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

　

平
成
22
年
８
月
に
提
出
さ
れ
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
本
陳

情
は
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◇
医
師
・
看
護
師
等
の
大
幅
増

と
夜
勤
改
善
で
安
全
安
心
の
医

療
・
介
護
を
求
め
る
陳
情
書

　

平
成
22
年
11
月
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
本
陳
情
は
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

◇
非
核
三
原
則
の
法
制
化
を
求

め
る
議
会
決
議
・
意
見
書
採
択

に
関
す
る
陳
情

　

平
成
22
年
11
月
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
本
陳
情
は
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

◇
保
育
制
度
改
革
に
関
す
る
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

　

平
成
22
年
11
月
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
本
陳
情
は
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

◇
医
業
税
制
の
存
続
と
診
療
報

酬
へ
の
消
費
税
の
ゼ
ロ
税
率
適

用
と
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

　

平
成
22
年
11
月
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
本
陳
情
は
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

◇
住
民
の
安
心
・
安
全
を
支
え

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
関

す
る
陳
情

　

平
成
22
年
11
月
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
本
陳
情
は
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃

止
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

　

平
成
22
年
11
月
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
本
陳
情
は
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

◇
最
低
保
障
年
金
制
度
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
陳
情

　

平
成
22
年
11
月
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
本
陳
情
は
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

◇
高
齢
者
の
生
活
実
態
に
見
合

う
年
金
引
き
上
げ
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

　

平
成
22
年
11
月
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
本
陳
情
は
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
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交
通
は
日
常
生
活
で
の
移
動

に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

町
の
交
通
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
伺
う
。

　

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

を
持
続
可
能
と
す
る
た
め
、
経

費
削
減
、
利
用
者
の
増
加
、
観

光
協
会
や
商
工
会
等
と
の
連
携

を
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
地
域

住
民
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
、

一
緒
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利

用
促
進
を
す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
作
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

　

②
交
通
施
策
に
つ
い
て
町
の

考
え
を
町
民
に
詳
し
く
説
明
し
、

町
民
が
意
見
を
言
え
る
場
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
道

路
運
送
法
に
よ
る
地
域
公
共
交

通
会
議
の
設
置
等
の
考
え
は
。

　
町
長　

①
厳
し
い
財
政
状
況

下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
効
率
的

で
持
続
可
能
な
運
行
と
な
る
よ

う
研
究
い
た
し
ま
す
。

　

②
町
民
の
利
便
性
に
つ
い
て

は
常
に
考
え
て
お
り
、
特
に
高

齢
化
社
会
に
十
分
対
応
で
き
る

方
法
等
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

都
市
建
設
部
長　

①
人
件
費

な
ど
綿
密
な
削
減
を
行
っ
て
お

り
、
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に

バ
ス
ル
ー
ト
変
更
の
Ｐ
Ｒ
や
産

業
ま
つ
り
な
ど
臨
時
便
を
走
ら

せ
ま
し
た
。
観
光
協
会
等
と
の

連
携
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
域
住
民
に
よ
る
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
は
、
今
後
の
検

討
課
題
と
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
企
画
政
策
部
長　

②
地
域
公

共
交
通
は
、
総
合
計
画
で
の
位

置
付
け
し
か
な
い
た
め
、
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
で
ま
ち

づ
く
り
は
変
わ
っ
た
か

　

町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
審
議
会
へ
の
参
加
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
実
施
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
る

が
町
民
の
参
加
が
多
い
と
は
言

え
な
い
。
無
作
為
抽
出
し
た
町

民
に
市
民
討
論
会
等
へ
の
参
加

を
お
願
い
す
る
な
ど
新
た
な
取

り
組
み
は
考
え
な
い
か
。
ま
た
、

職
員
の
条
例
へ
の
周
知
と
理
解

は
進
ん
で
い
る
か
。

　
町
長　

４
月
に
、
町
民
も
仕

分
け
人
に
加
え
た
「
事
業
仕
分

け
」
を
実
施
し
ま
す
。
仕
分
け

す
る
事
業
も
町
民
の
ご
意
見
を

伺
う
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
町

民
参
加
を
実
施
し
ま
す
。

　
町
民
環
境
部
長　

現
制
度
の

Ｐ
Ｒ
を
徹
底
す
る
こ
と
に
主
眼

を
置
い
て
い
る
た
め
、
新
た
な

取
り
組
み
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

職
員
へ
の
周
知
等
は
、
研
修
等

に
よ
り
徹
底
を
図
って
い
ま
す
。

公
文
書
管
理
法
の
制
定
に

向
け
て
の
課
題
と
対
応
策
は

柳
　
下
　
雅
　
子
　
議
員

地
域
交
通
の
充
実
に
は

住
民
参
加
が
絶
対
に
必
要

 
佐
　
藤
　
美
　
鈴
　
議
員

　

平
成
23
年
４
月
に
公
文
書
管

理
法
が
施
行
さ
れ
る
。
そ
の
趣

旨
は
「
公
文
書
等
は
国
民
共
有

の
知
的
資
源
で
あ
り
、
国
民
が

主
体
的
に
利
用
し
得
る
も
の
」

で
あ
る
。
町
の
行
政
文
書
は
、

町
民
の
知
る
権
利
を
保
証
し
仕

事
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た

す
役
割
が
あ
る
。
法
の
施
行
に

伴
い
適
正
な
管
理
に
向
け
た
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　

①
文
書
管
理
の
適
正
化
に
関

す
る
監
視
体
制
は
あ
る
か
。

　

②
行
政
文
書
の
目
録
が
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
る
が
、
町
民

住
民
が
望
む
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
は

　

総
合
図
書
館
の
基
本
計
画
は

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う

Ｉ
Ｔ
機
器
を
導
入
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
る
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。

　

①
公
民
館
の
図
書
を
１
９
０

０
万
円
か
け
て
チ
ッ
プ
化
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
書
館
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
図
ら
れ
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

　

②
公
民
館
の
図
書
室
に
今
後

新
刊
書
の
購
入
予
定
は
。

　

③
小
中
学
校
に
対
し
、
新
た

に
導
入
さ
れ
た
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
は
。

　

教
育
長　

①
緊
急
雇
用
対
策

を
活
用
し
チ
ッ
プ
化
を
整
備
し

ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
つ
い
て
は
緊
急
財
政
対
策
に

よ
り
、
や
む
な
く
１
年
延
期
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

③
学
校
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

生
活
科
の
授
業
で
、
総
合
図
書

館
の
状
況
を
研
究
す
る
図
書
館

探
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
育
次
長　

②
財
政
状
況
を

か
ん
が
み
、新
た
な
図
書
購
入
が

で
き
な
い
状
況
と
な
って
い
ま
す
。

　

本
定
例
会
で
は
、
12
月
13

日
、
14
日
に
、
議
員
13
人
に

よ
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

一質
般問

ここが聞きたい！

の
検
索
開
始
は
い
つ
か
ら
か
。

　

③
知
る
権
利
と
提
供
の
義
務

を
担
保
す
る
文
書
管
理
は
、
訓

令
で
は
な
く
条
例
と
し
て
位
置

付
け
る
べ
き
で
は
。

　
町
長　

③
自
治
基
本
条
例
で
、

町
民
と
町
及
び
町
民
相
互
が
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
と

規
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
訓

令
で
あ
る
文
書
取
扱
規
定
に
基

づ
き
管
理
運
用
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
規
定
の
整
備
等

を
研
究
し
ま
す
。

　
総
務
部
長　

①
文
書
管
理

は
各
主
管
課
に
お
い
て
責
任

を
持
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
文
書
作
成
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
制
度
化
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

②
情
報
公
開
に
役
立
て
る

よ
う
現
在
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
進
め
て
い
ま
す
。
実
際
の

運
用
に
向
け
早
急
に
整
備
を

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

コミュニティバス
もくせい号

寒川総合図書館・文書館



5 さむかわ議会だより　157号

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
を
見
直
し

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
方
式
に

三
　
堀
　
清
　
廣
　
議
員

道
路
網
と
鉄
道
網

交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
急
げ

小
　
沢
　
千
　
明
　
議
員

　

人
口
施
策
や
企
業
立
地
、
雇

用
対
策
の
面
か
ら
も
、
町
を
取

り
巻
く
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

近
隣
市
町
村
よ
り
も
早
く
整
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

①
さ
が
み
縦
貫
道
路
の
（
仮

称
）
寒
川
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
（
仮
称
）

湘
南
台
寒
川
線
は
、
県
の
主
張

す
る
イ
ン
タ
ー
直
結
案
に
対
し

町
は
そ
の
南
側
で
県
道
相
模
原

茅
ヶ
崎
線
に
接
続
す
る
南
ル
ー

ト
案
を
主
張
し
て
い
る
。

　

さ
が
み
縦
貫
道
路
の
供
用
開

始
が
２
年
後
に
迫
る
中
、
早
急

な
決
定
が
望
ま
れ
る
。
目
標
年

次
、
県
と
の
交
渉
状
況
及
び
町

の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　

②
中
海
岸
寒
川
線
及
び
東
海

岸
寒
川
線
の
計
画
に
つ
い
て
、

住
民
へ
の
周
知
を
含
め
た
進
捗

状
況
は
。

　

③
東
海
道
新
幹
線
新
駅
誘
致

に
関
連
し
、
相
模
線
複
線
化
は

必
至
と
考
え
る
。
町
長
が
幹
事

を
務
め
て
い
る
「
相
模
線
複
線

化
等
促
進
期
成
同
盟
会
」
で
は
、

ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
が
さ
れ

て
い
る
か
。

　
　
町
長　

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
分
断
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

南
ル
ー
ト
案
を
県
に
対
し
要

望
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

早
期
に
県
の
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
さ
ら
に
強
い
気
持
ち

で
交
渉
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

②
こ
の
２
路
線
は
、
多
様

な
道
路
機
能
や
広
域
的
な
ア

ク
セ
ス
機
能
を
有
す
こ
と
か

ら
必
要
性
は
高
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
早
期

整
備
に
向
け
県
に
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

③
現
在
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
よ

り
提
示
さ
れ
た
信
号
設
備
改
修

や
分
岐
改
良
等
に
よ
る
既
存
設

備
を
最
大
限
活
用
し
た
新
た
な

輸
送
改
善
施
策
案
に
対
す
る
取

り
扱
い
や
交
通
改
善
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
見
直
し
等
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

都
市
建
設
部
長　

②
積
極
的

に
周
知
で
き
る
よ
う
県
に
対
し

強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
　

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
本
運

行
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
が
、

多
く
の
検
討
事
項
が
浮
上
し
て

き
た
。
運
行
目
的
も
曖
昧
と
な

り
つ
つ
あ
る
今
、
バ
ス
存
続
を

含
め
今
後
の
町
の
考
え
は
。

　

町
長　

現
行
の
ル
ー
ト
が
定

着
し
て
き
た
段
階
で
す
の
で
、

当
面
は
継
続
し
て
い
く
考
え
で

す
。
な
お
、
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
少
し
時
間
を
い
た

だ
い
て
運
行
形
態
等
を
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

①
交
通
政
策
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
助

成
金
、
有
償
運
送
サ
ー
ビ
ス
、

社
協
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
送

迎
や
住
民
が
住
民
の
た
め
に
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
送
迎
、
徒
歩

や
自
転
車
に
よ
る
移
動
を
促
す

整
備
な
ど
、
い
く
つ
も
の
方
法

を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
べ
き
で

は
。

　

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
現

在
あ
る
問
題
点
と
そ
の
解
決
策

は
ど
の
様
な
も
の
が
考
え
ら
れ

る
か
。

　

③
バ
ス
の
耐
用
年
数
か
ら
い

つ
ま
で
に
見
直
し
が
必
要
か
。

　

④
も
と
も
と
赤
字
で
バ
ス
路

線
が
廃
止
に
な
っ
た
の
で
費
用

が
掛
か
る
の
は
分
か
る
が
、
経

費
が
掛
か
っ
て
も
満
席
に
近

い
乗
客
が
あ
れ
ば
納
得
す
る

が
、
空
バ
ス
を
運
行
す
る
の
は

問
題
だ
。「
停
留
所
ま
で
遠
く

安
全
に
移
動
で
き
る
環
境
で

も
な
い
」、「
停
留
所
も
雨

風
除
け
も
な
く
安
全
に
待

て
る
余
地
が
な
い
」
な
ど

の
問
題
解
決
に
は
、
予
約

で
送
迎
す
る
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
方
式
に
す
べ
き
で

は
。
運
賃
を
３
０
０
円
で

試
算
す
る
と
年
間
の
経
費

は
、
現
行
の
３
２
５
０
万

円
か
ら
８
５
０
万
円
と
な

り
、
２
４
０
０
万
円
安
く

な
る
。
す
ぐ
に
で
も
検
討

す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が

か
。　

　

町
長　

①
さ
が
み
縦
貫
道
路

や
そ
れ
ら
に
接
続
す
る
幹
線
道

路
整
備
、
身
近
な
生
活
道
路
の

整
備
、
鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

等
の
公
共
交
通
の
充
実
な
ど
連

携
を
考
え
た
交
通
環
境
の
整
備

を
町
域
全
体
で
考
え
、
総
合
的

に
進
め
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

②
利
用
者
が
予
想
よ
り
少
な

い
、
バ
ス
の
大
き
さ
か
ら
道
幅

の
狭
い
地
域
を
運
行
で
き
な
い

な
ど
が
問
題
点
で
現
行
の
車
両

や
運
行
内
容
を
前
提
と
す
る
と

解
決
が
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

④
デ
マ
ン
ド
方
式
に
つ
い
て

は
早
急
に
検
討
し
、
結
論
を
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

都
市
建
設
部
長　

③
一
般
的

な
耐
用
年
数
10
年
か
ら
考
え
る

と
２
年
程
度
と
考
え
ま
す
。

　
企
画
政
策
部
長　

④
予
約
に

応
じ
て
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド
方

式
は
効
率
的
な
面
と
不
定
期
、

時
間
予
測
が
で
き
な
い
等
い
ろ

い
ろ
な
課
題
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

経
費
面
か
ら
は
魅
力
的
で
あ
り
、

近
隣
の
実
例
等
を
検
証
す
る
な

ど
調
査
、
研
究
し
ま
す
。

デマンド方式による取り組み（北杜市）

中海岸寒川線
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子
宮
頸け
い

が
ん・ヒ
ブ・肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
を

太
　
田
　
真
奈
美
　
議
員

国
の
特
例
交
付
金
を
活
用
し

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
無
料
化
を

海
老
根
　
照
　
子
　
議
員

　

子
宮
頸
が
ん
や
細
菌
性
髄
膜

炎
等
の
病
気
か
ら
女
性
や
子
ど

も
を
守
る
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、

近
年
承
認
さ
れ
、
接
種
が
始
ま

っ
た
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
任
意
の
た
め
全
額
自
己
負

担
が
原
則
と
な
る
。
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
公
費
助
成

に
取
り
組
む
自
治
体
が
広
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て

も
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接

種
緊
急
促
進
臨
時
特
例
交
付
金

を
活
用
し
、
公
費
助
成
を
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
町
長
に

次
の
点
を
伺
う
。

　

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る

町
の
考
え
は
。

　

②
接
種
対
象
と
な
る
全
年
齢

に
全
額
公
費
助
成
す
べ
き
と
考

え
る
が
町
の
見
解
は
。

　

③
関
心
の
高
い
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
周
知
方
法
は
。

　

④
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
は

学
校
教
育
の
中
で
も
取
り
組
む

べ
き
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

　

町
長　

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
り
こ
れ
ら
の
病
気
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
民
の

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
も
大

変
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

②
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
及
び

小
児
用
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
は
、
国
の
接
種
基
準

に
従
い
、
財
政
的
に
厳
し
い
状

況
で
す
が
、
自
己
負
担
な
く
接

種
を
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

③
母
子
手

帳
配
付
時
、
母
親
・
父
親
教
室
、

各
種
検
診
時
を
始
め
、
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
や
医
療

機
関
で
の
周
知
な
ど
効
果
的
な

方
法
を
検
討
し
ま
す
。

　

教
育
長　

　

④
命
の
授

業
は
道
徳
に

お
い
て
多
く

の
時
間
を
充

て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
が
ん

予
防
に
つ
い

て
は
保
健
体
育
の
授
業
の
中
で

扱
っ
て
い
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん

は
、
新
聞
等
で
現
在
大
き
く
取

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
中
学
校
３
校
と
も
授
業
の

中
で
触
れ
て
い
ま
す
。

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

　
　
早
期
導
入
を
！

　

導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
緊

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、
災
害

時
要
援
護
者
支
援
策
の
有
効
な

手
段
と
し
て
、
早
急
に
導
入
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

町
長　

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
は
、
災
害
時
や
独
居
者
が
増

加
し
て
い
る
現
状
を
か
ん
が
み

必
要
と
考
え
ま
す
。
町
民
の
命

に
関
わ
る
も
の
で
す
の
で
、
平

成
23
年
度
の
導
入
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

①
子
宮
頸
が
ん
な
ど
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
緊
急
促
進
臨
時
特
例

交
付
金
を
活
用
し
予
防
接
種
を

公
費
負
担
で
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

②
国
の
示
し
た
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
年
齢
は
11
歳
か

ら
14
歳
が
適
正
と
さ
れ
る
が
対

象
人
数
は
。
ま
た
、
ヒ
ブ
・
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
年
齢

は
０
歳
か
ら
４
歳
ま
で
が
対
象

で
あ
る
が
対
象
人
数
は
。

　

③
中
学
校
で
の
集
団
接
種
の

考
え
は
。

　

④
接
種
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

　

⑤
副
作
用
等
の
問
題
か
ら
国

は
民
間
保
険
の
加
入
を
要
件
と

し
て
い
る
が
町
の
対
応
は
。

　

⑥
国
の
特
例
交
付
金
は
平
成

23
年
度
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
の
町
の
考
え
は
。

　

町
長　

①
対
象
と
な
る
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
細
菌

性
髄
膜
炎
等
予
防
の
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
各
接
種
事
業
は
交
付
金

を
活
用
し
て
対
応
し
ま
す
。

　
健
康
福
祉
部
長　

②
子
宮
頸

が
ん
は
中
学
１
年
生
か
ら
高
校

１
年
生
の
女
子
約
９
０
０
人

を
、
ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
は
約

２
１
０
０
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

③
生
徒
の
体
調
の
問
題
や
子

宮
頸
が
ん
に
対
す
る
理
解
、
特

に
親
と
一
緒
に
認
識
し
て
ほ
し

い
と
い
う
考
え
も
あ
り
個
別
接

種
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

④
学
校
を
通
し
て
の
周
知
を

は
じ
め
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

⑤
全
国
町
村
会
総
合
賠
償
補

償
保
険
に
加
入
し
対
応
し
ま
す
。

　

⑥
国
へ
交
付
金
継
続
の
要
望

を
行
い
、
定
期
化
を
求
め
ま
す
。

文
書
館
の
資
料
は
　

　
　
燻く

ん

蒸じ
ょ
うで
保
存
を

　

文
書
館
は
、
郷
土
の
文
化
を

将
来
に
継
承
し
、
町
民
共
有
の

財
産
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も

に
公
文
書
等
の
保
管
を
担
っ
て

い
る
。
平
成
22
年
度
文
書
館
の

予
算
が
前
年
度
に
比
べ
50
％
削

減
さ
れ
た
。
資
料
の
保
存
、
燻

※

蒸
、
刊
行
物
及
び
職
員
体
制
に

影
響
は
な
い
か
。

　

町
長　

先
人
た
ち
の
貴
重
な

資
料
を
未
来
の
町
民
に
引
き
継

ぐ
こ
と
は
町
の
責
務
で
あ
り
ま

す
。
緊
急
財
政
対
策
に
よ
り
予

算
を
削
減
し
ま
し
た
が
、
担
当

職
員
の
熱
意
と
工
夫
に
よ
り
資

料
の
保
存
等
の
責
務
は
果
た
せ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

総
務
部
長　

燻
蒸
の
代
わ
り

に
、
衣
料
用
防
腐
剤
で
対
応
し

ま
し
た
。
臨
時
職
員
削
減
の
影

響
は
あ
り
ま
す
が
、
町
制
施
行

70
周
年
記
念
誌
の
発
行
を
行
う

な
ど
、
利
用
者
に
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
範
囲
で
運
営
に
努
め
て

い
ま
す
。

※
燻
蒸
：
い
ぶ
し
て
殺
虫
・
消
毒
を

行
う
こ
と

他市の取り組み

寒川文書館
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次
代
を
担
う
青
少
年
の
保
護
と

健
全
な
育
成
を
図
れ

杉
　
﨑
　
隆
　
之
　
議
員

買
い
物
困
難
地
域
解
消
の

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

喜
多
村
　
出
　
議
員

　

小
谷
・
大
蔵
・
岡
田
地
域
は

ス
ー
パ
ー
撤
退
後
、
買
い
物
困

難
地
域
と
な
っ
た
。
近
く
で
買

い
物
が
で
き
る
こ
と
は
地
域
で

の
生
活
を
維
持
し
、
地
域
社
会

を
形
成
し
て
い
く
上
で
欠
か
せ

な
い
こ
と
で
あ
り
、
高
齢
社
会

の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

課
題
解
決
の
た
め
、
第
一
に

補
助
金
や
減
税
策
に
よ
る
商
店

の
誘
致
。
第
二
に
高
齢
者
の
モ

※

ビ
リ
テ
ィ
向
上
か
ら
買
い
物

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や
買
い
物
サ

ポ
ー
タ
ー
。
第
三
に
商
品
の
移

動
の
観
点
か
ら
地
域
の
公
園
で

月
に
何
度
か
の
「
市い

ち
」
を
開
く

な
ど
の
試
み
を
行
な
っ
て
は
ど

う
か
。
町
の
現
状
認
識
と
考
え

は
。

　

町
長　

商
工
会
と
共
に

情
報
収
集
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
ご
指
摘
の
地
域
に
出

店
す
る
商
店
等
の
情
報
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

対
応
策
を
検
討
い
た
し
ま

す
。
ま
た
移
動
手
段
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
も
く
せ
い
号
を
活

用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

公
的
制
度

と
し
て
介
護
保
険
や
障
害
者
自

立
支
援
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
支
援

事
業
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
新
た

に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
支
援
事
業
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

ご
提
案
の

「
市
」
な
ど
単
発
的
な
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
根
本
的
な
解
決
に
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
国
も
具

体
的
な
買
い
物
弱
者
支
援
策
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

研
究
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

※
モ
ビ
リ
テ
ィ
：
移
動
性
・
機
動
性

地
デ
ジ
移
行
の
　
　
　

経
済
的
支
援
に
つ
い
て

　

今
、
国
が
進
め
る
地
デ
ジ
は
、

現
在
で
も
全
国
で
５
０
０
万
世

帯
が
移
行
で
き
て
い
な
い
。
テ

レ
ビ
は
今
や
情
報
保
障
の
中
心

と
な
る
も
の
で
、
特
に
高
齢
者

に
と
っ
て
は
唯
一
の
情
報
源
で

あ
る
。
テ
レ
ビ
難
民
を
作
ら
な

い
よ
う
に
本
年
度
政
府
補
正
予

算
の
「
地
域
活
性
化　

き
め
細

か
な
交
付
金
」「
住
民
生
活
に

光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
」
等
を
活

用
し
て
支
援
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
町
の
考
え
は
。

　

町
長　

地
デ
ジ
の
推
進
は
、

国
の
施
策
と
し
て
行
っ
て
お
り
、

地
方
自
治
体
は
そ
の
広
報
活
動

が
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
画
政
策
部
長　

緊
急

経
済
対
策
を
目
的
に
国
の

補
正
予
算
が
編
成
さ
れ
ま

し
た
が
、
成
立
後
間
も
な

い
こ
と
か
ら
詳
細
が
示
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
青
少
年
を
取
り
巻
く

環
境
は
日
増
し
に
悪
化
し
て
い

る
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か

ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に

よ
る
有
害
情
報
や
薬
物
、
映
像

メ
デ
ィ
ア
な
ど
青
少
年
に
対
し

て
望
ま
し
く
な
い
様
々
な
影
響

が
社
会
に
氾
濫
し
、
青
少
年
育

成
に
対
す
る
家
庭
・
社
会
環
境

に
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。 

　

青
少
年
に
関
わ
る
全
て
の

人
々
が
青
少
年
を
守
り
育
て
る

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、
環
境
改

善
な
ど
社
会
全
体
で
積
極
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

①
青
少
年
の
保
護
、
育
成
に

つ
い
て
町
の
取
り
組
み
は
。

　

②
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例

が
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
が
町
の

対
応
は
。

　

③
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
設
置
の
考
え
は
。

　

町
長　

①
町
で
は
積
極
的
に

青
少
年
育
成
事
業
を
展
開
し
、

育
成
活
動
団
体
へ
は
財
政
的
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
は
地
域
の
宝
、
社
会
の
宝

と
い
う
考
え
の
も
と
、
地
域
社

会
全
体
で
健
全
育
成
を
さ
ら
に

進
め
て
行
く
考
え
で
す
。

　

教
育
次
長　

②
現
在
策
定
中

の
教
育
振
興
基
本
計
画
の
中

に
「
よ
く
学

び
、
よ
く
遊

び
、
よ
く
生

き
る
」
と
い

う
考
え
の
も

と
、
青
少
年

健
全
育
成
の

指
針
を
明
記

し
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
教
育
長　

③
今
後
、
新
し
い

公
民
館
等
を
つ
く
る
場
合
に
、

青
少
年
の
活
動
の
場
と
い
う
も

の
も
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
商
業
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
は
　
　
　

　

長
引
く
経
済
不
況
の
中
、
周

辺
市
の
大
型
店
出
店
や
価
格
競

争
の
激
化
な
ど
で
町
の
商
業
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
今
こ

そ
行
政
が
消
費
者
で
あ
る
町
民

と
商
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
活

性
化
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
。
ま
た
、
産
業
振
興
条
例

の
制
定
や
商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
考
え
は
。

　

町
長　

町
と
商
工
会
で
中
小

企
業
活
性
化
推
進
会
議
を
10
月

に
立
ち
上
げ
、
商
工
会
の
加
入

促
進
、
空
き
店
舗
対
策
、
後
継

者
対
策
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

活
性
化
推

進
会
議
等
を
通
じ
現
状
把
握
を

行
い
、
町
民
や
商
業
者
の
声
を

入
れ
た
形
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

し えん じっ し

総務省　地デジチューナー支援実施センター
し えん じっ し

総務省　地デジチューナー支援実施センター

NHKの放送受信契約や免除に関する問い合わせ先

TEL: 044-969-5425

し

し ちょう しゃ

そう む しょう

そう む しょう そう む しょう

えん じっ し

総務省　地デジチューナー支援実施センター

【受付時間】 平日 午前9時～午後9時   土・日・祝日 午前9時～午後6時

じゅ しん し えんほう そう

めん じょほう そう じゅ しん けい やく

地上デジタル放送受信のための支援
申込などに関する問い合わせ先

申込手続きの流れ

すでに放送受信料が免除されていて、NHKから受信料全額免除証明書が届いている世帯

申込書を作成する。　（　で入手した申込書に記入） NHKからの全額免除証明書を確認する。

 NHKからの全額免除証明書と申込書を同封して送付する。

（申込についてご注意いただきたいこと）
●申込が集中した場合や申込書に不備があった場合、支援の実施までに時間がかかることがあります。
●申込が締切り日間近になりますと、天候不順や予算の都合などにより、支援が平成23年度となる場合
　があります。　

放送受信契約をしていない世帯または放送受信契約はしているが受信料免除の申請をしていない世帯

放送受信契約書兼放送受信料免除申請書により市区

町村で免除事由の証明を受ける（申請書はNHKまた

は市区町村の窓口にあります。）。

免除証明の申請 申込書の作成

NHKから送付された全額免除証明書と申込書を同封して送付する。
ぜんがくめんじょしょうめいしょ

テレビ調査員や工事業者を名乗って不正請求を行ったり、郵便による振り込め詐欺（架空請求）
を行ったりする例が起きています。地上デジタル放送に関する誤った情報や不十分な情報にも
とづいて関連商品・サービスを売りつける悪質商法にご注意ください。

悪質商法にご注意ください!
あ く  し つ しょう ほ う

せいくうかさ ぎ

-1--6--5-

詳しくは中面へ
れんかん ひん しつあく しょうほう

ふ きゅうせいせい

かんし えん い きゅう ふ

この支援による簡易なチューナーの給付、アンテナの工事などについて
費用を請求することはありません。

申込書を作成する。

（　で入手した申込書に記入）

支援の
申込書の
入手方法

0570-033840
044-966-8719

ナビダイヤル:

FAX:

TEL: 044-871-8441

NHK 視聴者コールセンター

【受付時間】 平日 午前9時～午後9時   土・日・祝日 午前9時～午後6時

H22.07

ナビダイヤルが利用できない場合は

ナビダイヤルが利用できない場合は

http://www.nhk.or.jp/jushinryo/

http://www.chidejishien.jp

0570-000588
044-888-4340

ナビダイヤル:

FAX:

2-1

2-2

1

1

1

①総務省　地デジチューナー支援実施センターからお問い合わせに応じて送付します。

②申込書は、各市区町村およびお近くのＮＨＫの窓口に用意している場合もあります。

経済的な理由で地上デジタル放送が
まだ受信できない方に

地上デジタル放送
簡易チューナーを
無償給付します。

か ん

む

ほう そう じゅ しん し えん

～地上デジタル放送受信のための支援～

い

しょう きゅう ふ

生活保護などの

公的扶助を

受けている世帯

せいかつ ほ ご

こうてき ふ じょ

障がい者がいる
世帯で、かつ世帯
全員が市町村民税
非課税の措置を
受けている世帯

ひ か ぜい

しちょうそんみんぜい

社会福祉事業施設
に入所されていて自ら
テレビを持ち込んで

いる世帯

しゃ かい ふく し  じ ぎょう し せつ

［申込受付期間］平成22年4月19日～平成22年12月28日（消印有効）［平成22年度分］

上記の世帯の中でNHKの受信料が全額免除されている世帯が対象です。
ぜん がくめん じょ

※なお、平成２2年4月末時点で、ＮＨＫの放送受信料が全額免除の世帯で、かつ平成21年度に支援の申込をして
　いない世帯には、ＮＨＫから放送受信料全額免除証明書とともに支援の申込書などが送付されています。

電話番号をよくお確かめの上、おかけください。

電話番号をよくお確かめの上、おかけください。
証明を受けた申請書をNHKに送付する。
※直接NHKへ送付していただける市区町村もあります。

NHKから送付される全額免除証明書を受け取る。

市区町村から証明された免除申請書を受け取る。

キュウ ロク ロク キュウ ロク キュウ

この支援により、現在ご利用中のアナログテレビ（1台）で地上アナログ
放送終了後も引き続きテレビ放送が視聴できるようになります!
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成
を

仕
事
興お
こ

し
の
呼
び
水
に

村
　
田
　
桂
　
子
　
議
員

湘
南
広
域
都
市
行
政
協
議
会
で

観
光
の
連
携
を

斎
　
藤
　
恒
　
雄
　
議
員

　

景
気
低
迷
に
あ
え
ぐ
町
内
建

築
関
連
業
者
の
仕
事
興
し
に
、

大
き
な
効
果
の
あ
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成
制
度
を
こ

の
た
び
実
施
す
る
と
聞
く
。
そ

の
概
要
は
ど
の
よ
う
か
。

　

岩
手
県
宮
古
市
な
ど
は
、
20

万
円
以
上
の
工
事
に
一
律
10
万

円
の
補
助
を
つ
け
て
奨
励
し
て

い
る
。
時
限
立
法
と
す
る
こ
と

で
「
こ
の
期
を
逃
す
ま
い
」
と

発
注
が
急
増
し
、
大
工
さ
ん
な

ど
は
う
れ
し
い
悲
鳴
を
挙
げ
て

い
る
。
求
人
も
生
ま
れ
、
来
年

の
税
収
に
も
期
待
が
持
て
る
よ

う
だ
。

　

せ
っ
か
く
始
め
る
事
業
だ
け

に
、
弾
み
を
つ
け
る
た
め
に
も

補
助
率
を
せ
め
て
10
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、
対

象
事
業
や
事
業
主
に
制
限
を
加

え
ず
、
申
請
も
簡
略
化
し
て

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
べ
き
だ
。

　

町
長　

町
の
財
政
状
況
は
大

変
厳
し
く
、
本
来
な
ら
ば
新
た

な
助
成
制
度
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
建
築
業
者
の
仕
事
が
一

つ
で
も
増
え
れ
ば
、
そ
れ
が
大

き
な
経
済
効
果
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
助
成
は
、

現
金
で
は
な
く
寒
川
町
共
通
商

品
券
を
交
付
す
る
予
定
で
、
請

負
業
者
、
助
成
を
受
け
る
町
民
、

商
品
券
を
利
用
さ
れ
る
商
店
な

ど
、
町
内
で
資
金
が
循
環
す
る

こ
と
で
町
の
商
業
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

対
象
建

物
は
居
住
住

宅
、
対
象
工
事

は
新
築
、
増
改

築
、
補
修
な
ど

で
、
工
事
費
が

20
万
円
以
上
で
、

町
に
本
店
事
務

所
等
が
あ
る
業
者
に
よ
る
施
工

が
条
件
で
す
。
助
成
額
は
、
な

る
べ
く
多
く
の
方
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
工
事
費
の

５
％
、
限
度
額
は
10
万
円
を
考

え
て
お
り
ま
す
。
申
請
方
法
は
、

簡
単
に
申
請
が
で
き
る
よ
う
検

討
い
た
し
ま
す
。

学
校
な
ど
の
地
デ
ジ
化
を

町
内
業
者
に
発
注
を
　
　

　

来
年
７
月
か
ら
始
ま
る
地
デ

ジ
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

特
に
学
校
な
ど
公
共
施
設
の

地
デ
ジ
化
に
あ
た
り
、
大
型
店

に
よ
る
一
括
発
注
で
は
な
く
、

町
内
の
電
気
店
な
ど
に
仕
事
が

回
る
よ
う
工
夫
す
べ
き
で
あ
り
、

行
政
の
努
力
を
求
め
る
が
。

　

町
長　

緊
急
財
政
の
折
り
、

買
い
換
え
で
は
な
く
、
現
在
の

テ
レ
ビ
で
視
聴
が
可
能
と
な
る

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
し
、
必
要

に
応
じ
て
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を

取
り
付
け
る
予
定
で
す
。
発
注

は
町
内
業
者
育
成
の
視
点
に

立
っ
た
発
注
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

観
光
に
目
を
向
け
る
と
、
寒

川
町
で
は
「
寒
川
神
社
」、
藤

沢
市
で
は
「
江
ノ
島
」、
茅
ヶ

崎
市
で
は
「
烏
帽
子
岩
」
と
い

う
代
表
的
な
観
光
資
源
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
表
紙
を
飾
っ
て
い
ま

す
。

　

観
光
は
地
域
経
済
の
成
長
戦

略
の
核
と
な
り
得
る
最
も
力
を

入
れ
る
べ
き
分
野
で
あ
り
、
一

つ
の
自
治
体
で
進
め
る
よ
り
、

広
域
で
進
め
た
方
が
、
よ
り
効

果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

①
２
市
１
町（
藤
沢
市
、茅
ヶ

崎
市
、
寒
川
町
）
に
よ
る
湘
南

広
域
都
市
行
政
協
議
会
で
観
光

分
野
の
連
携
を
図
れ
な
い
か
。

　

②
町
の
観
光
計
画
作
り
の
状

況
と
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

　

③
さ
が
み
縦
貫
道
路
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
町
内
に
２
ヵ

所
で
き
る
。
観
光
振

興
の
考
え
は
。

　

町
長　

①
広
域
的

な
観
光
の
連
携
は
４

市
３
町
（
鎌
倉
市
、

藤
沢
市
、
茅
ヶ
崎

市
、
平
塚
市
、
大
磯

町
、
二
宮
町
、
寒
川

町
）
に
よ
る
湘
南
地

区
観
光
振
興
協
議
会

で
事
業
展
開
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

③
さ
が
み
縦
貫
道

路
が
開
通
す
れ
ば
北

関
東
方
面
か
ら
湘
南

地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に

短
時
間
と
な
り
、
多
く
の
方
々

に
来
町
い
た
だ
け
る
と
考
え
ま

す
。
寒
川
神
社
に
寄
り
、
そ
の

後
花
を
摘
ん
だ
り
、
果
物
を

取
っ
た
り
、
わ
い
わ
い
市
で
買

い
物
し
た
り
、
棒
コ
ロ
ッ
ケ
な

ど
食
事
を
し
た
り
と
滞
在
型
で

楽
し
め
る
観
光
を
、
町
を
挙
げ

て
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

企
画
政
策
部
長
　
①
観
光
連

携
の
研
究
や
観
光
部
会
設
置
等

の
提
案
を
行
い
、
協
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

②
町
、
観

光
協
会
、
商
工
会
の
３
者
で
観

光
事
業
検
討
協
議
会
を
設
置
し
、

「
寒
川
の
誇
れ
る
と
こ
ろ
、
魅

力
あ
る
と
こ
ろ
、
磨
け
ば
観
光

資
源
に
な
る
と
こ
ろ
」
の
洗
い

出
し
を
進
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
資
源
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、

年
度
内
に
は
観
光
振
興
計
画
と

し
て
ま
と
め
る
考
え
で
す
。

　

町
の
観
光
の
目
玉
は
寒
川
神

社
で
、
参
拝
客
は
１
９
０
万
人

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

方
々
を
観
光
客
に
で
き
な
い
か
。

こ
れ
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
捉
え
、

長
時
間
滞
在
型
の
観
光
を
中
心

に
考
え
て
い
ま
す
。

 

 

✽宮古市では、市内の住宅関連産業を中心とした 
地域経済の活性化を図るとともに、市民の住環境 
の向上を目的に、リフォーム経費の一部助成を行います。 

 

お申込み お問い合わせ先 
 

宮古市役所 建築住宅課(住宅担当)  68-9107 
※各総合事務所 地域振興課でも申請を受け付けます。 

 
 

 

 

 

 

 
 

住宅リフォームをご検討の方へ!! 
市から補助金が交付されます。  

 
①宮古市に住民登録し、居住し、かつ住宅を所有 

している方 

②市税等を滞納していない方 

※①、②の要件をすべて満たす方 
 

宮古市内の施工業者による住宅リフォーム工事で、 

総工費が２０万円以上(消費税を除く)のもの 

 【平成２３年３月３１日までに完了する工事】 

（裏面をご覧ください） 
 

自己の居住用で、市内にある住宅であること 
 

１件につき１０万円 
 

平成２２年４月１日から受付開始 
 
       ※補助金の交付を受けるには、事前（施工着手前）に申請が必要となります。 

住宅リフォーム促進事業補助金 
のお知らせです 

 

宮古市から 

補助対象者 

対象工事 

対象住宅 

補助金額 

申込開始 

宮古市の取り組み
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高
騰
す
る
医
療
費
抑
制
に
向
け

受
診
率
向
上
と
意
識
高
揚
を

及
　
川
　
栄
　
吉
　
議
員

川
と
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
拠
点
整
備

将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を

関
　
口
　
光
　
男
　
議
員

　

08
年
度
の
医
療
費
総
額
は
、

34
兆
８
０
０
０
億
円
で
、
国
民

一
人
あ
た
り
約
27
万
円
を
超
え
、

過
去
最
高
と
発
表
さ
れ
た
。
健

康
増
進
に
向
け
た
町
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
高
騰
す
る
医
療
費
を
抑
制

す
る
観
点
か
ら
も
、
健
康
診
査
、

が
ん
検
診
等
の
受
診
率
向
上
と

町
民
の
意
識
高
揚
が
必
要
と
考

え
る
。
ま
た
町
で
は
寒
川
元
気

プ
ラ
ン
や
さ
む
か
わ
ｗ
ａ
ｋ
ｕ

ｗ
ａ
ｋ
ｕ
体
操
に
よ
り
健
康
促

進
と
疾
病
予
防
に
努
め
て
い
る

が
、
こ
の
取
り
組
み
の
成
果
は
。

　

②
病
名
か
ら
要
因
の
分
析
を

行
い
、
健
康
課
に
お
い
て
重
点

的
に
健
康
増
進
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　

③
気
軽
に
運
動
が
で
き
る
機

会
を
確
保
す
る
た
め
、
健
康
遊

具
の
積
極
的
設
置
が
必
要
と
考

え
る
が
。

　

町
長　

①
医
療
費
増
加
の
背

景
に
は
、
高
齢
化
や
医
療
技
術

の
高
度
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

検
診
等
の
受
診
に
よ
り
自
ら
の

健
康
に
関
心
を
持
ち
、
健
康
的

な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、

医
療
費
軽
減
に
つ
な
が
れ
ば
と

考
え
ま
す
。
今
後
も
各
種
事
業

に
多
く
の
方
が
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
、
事
業
間
の
連
携
強
化

に
努
め
ま
す
。
ま
た
体
操
は
定

着
し
て
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が

四
十
数
名
の
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
等
に
よ
り
普
及
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

①
意
識
高

揚
は
重
要
で
、
町
で
も
様
々
な

支
援
に
よ
り
医
療
費
抑
制
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

ま
た
介
護
に
お
い
て
は
介
護
認

定
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
、
予
防
の
効
果
も
表
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

②
疾
病
分
類
集
計
の
情
報
を

健
康
課
に
提
供
し
そ
れ
に
対
応

し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

③
現
在
遊
具
は
、
さ
む
か
わ

中
央
公
園
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
補
助
金
等
が
活
用
で
き

れ
ば
設
置
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

湘
南
台
寒
川
線
　
　

　
　
要
望
の
現
状
は

　
（
仮
称
）
湘
南
台
寒
川
線
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
県
と

町
で
折
衝
を
重
ね
、
現
在
は
町

の
ト
ッ
プ
で
あ
る
町
長
が
直
接

要
望
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
が
み
縦
貫
の
供
用
開
始
は

目
前
に
迫
っ
て
い
る
が
、
町
案

で
あ
る
南
ル
ー
ト
で
の
要
望
と

調
整
は
本
当
に
実
現
可
能
な
の

か
。

　

町
長　

今
後
も
強
い
気
持
ち

で
県
に
要
望
し
た
い
と
考
え
ま

す
。
町
は
早
急
に
整
備
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
見

解
の
相
違
も
あ
り
、
そ
こ
ま
で

た
ど
り
着
け
な
い
現
状
で
す
。

　
「
新　

川
と
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
、
川
と
文
化
の
シ
ン
ボ

ル
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て
、
町

の
考
え
を
伺
う
。

　

①
総
合
公
園
（
シ
ン
ボ
ル

パ
ー
ク
）
整
備
に
つ
い
て
は
、

東
ゾ
ー
ン
の
４
・
76
㌶
が
さ
む

か
わ
中
央
公
園
と
し
て
整
備
が

済
ん
で
い
る
。
未
整
備
で
あ

る
西
ゾ
ー
ン
の
整
備
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

②
観
光
協
会
、
商
工
会
及
び

町
で
構
成
さ
れ
る
観
光
事
業
検

討
協
議
会
に
お
い
て
、
西
ゾ
ー

ン
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
は
と
考
え
る
が
。

　

③
西
ゾ
ー
ン
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
農
地
法
を
含
め
た
さ
ま

ざ
ま
な
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
存
在

す
る
。
観
光
農
業
や
門
前
町
構

想
の
観
点
を
加
え
る
な
ど
、
大

き
く
発
想
を
転
換
し
議
論
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　

町
長　

③
観
光
農
業
の
発
想

や
寒
川
神
社
の
参
拝
客
の
取
り

込
み
な
ど
、
長
期
的
な
展
望
に

立
ち
、
そ
の
可
能
性
を
常
に
探

り
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

企
画
政
策
部
長　

①
ご
指

摘
の
事
業
は
、
整
備
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
で
、
平
成
33
年
以

降
の
整
備
を
目
指
す
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

②
現
在
、

観
光
事
業
検
討
協
議
会
で
は
、

滞
在
型
観
光
や
花
火
に
代
わ

る
事
業
を
中
心
に
検
討
し
、

観
光
振
興
計
画
を
策
定
し
て

湘南台寒川線（藤沢市打戻地内）

い
ま
す
。

　

策
定
後
は
、
同
計
画
の
進
行

管
理
や
今
後
の
ハ
ー
ド
面
の
課

題
等
に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
の
発
展
の
た
め

Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
Ｔ
の
立
ち
上
げ
を

　

産
業
集
積
拠
点
整
備
に
向
け
、

新
た
に
田
端
西
地
区
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
が
設
置
さ
れ
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

ま
た
全
庁
的
に
人
員
削
減
等

厳
し
い
現
在
、
将
来
へ
の
さ
ら

な
る
発
展
を
模
索
す
る
た
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
議
論
を
深
め
る
べ
き
で
は
。

　

町
長　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
は
必
要

と
考
え
ま
す
。
早
急
に
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

都
市
建
設
部
長　

こ
れ
ま
で
、

勉
強
会
、
個
別
訪
問
な
ど
を
通

じ
、
概
ね
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
検
討
に
つ
い
て
賛
同
を
得

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
は

研
究
会
の
設
置
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
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特
定
保
留
区
域
強
行
に
よ
る

浪
費
さ
れ
た
２
年
半
の
て
ん
末
は

藤
　
沢
　
喜
代
治
　
議
員

　

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
倉
見
地
区
ま

ち
づ
く
り
に
関
し
て
、
第
６
回

線
引
き
見
直
し
の
中
で
、
山
上

町
長
の
特
定
保
留
区
域
強
行
に

よ
り
、
２
年
半
も
の
貴
重
な
歳

月
が
浪
費
さ
れ
た
。
約
束
を
反

故
に
さ
れ
た
地
元
と
の
深
い
溝

は
尋
常
な
沙
汰
で
は
埋
ま
ら
な

い
と
考
え
る
が
町
長
の
見
解
は
。

　

①
特
定
保
留
区
域
が
一
般
保

留
区
域
に
移
行
し
た
経
緯
と
原

因
は
何
か
。
移
行
に
あ
た
っ
て

は
地
元
が
理
解
で
き
る
判
然
た

る
場
面
は
な
か
っ
た
が
。

　

②
先
行
整
備
区
域
と
し
て
設

定
し
て
い
る
24
㌶
の
根
拠
と
今

後
の
見
通
し
は
。
そ
の
設
定
内

容
が
た
た
き
台
で
あ
っ
て
も
地

元
と
の
協
議
に
よ
り
進
め
る
こ

と
が
、
町
長
の
公
約
で
あ
っ
た

と
考
え
る
が
。

　

③
「
地
元
と
の
公
約
反
故
」

「
農
用
地
指
定
の
解
除
に
つ
い

て
」「
特
定
保
留
に
地
元
同
意

は
要
ら
な
い
と
し
た
こ
と
」
こ

の
三
つ
が
大
き
な
失
策
で
あ
っ

た
と
考
え
る
が
、
こ
の
て
ん
末

を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
、
次
に

進
む
つ
も
り
か
。

　

④
地
元
の
意
向
を
伺
う
と
し

て
行
わ
れ
た
戸
別
訪
問
に
つ
い

て
、
聞
き
取
っ
た
内
容
は
地
権

者
と
共
有
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
。

　

町
長　

①
第
６
回
線
引
き

見
直
し
に
お
い
て
、
県
基
準

は
特
定
保
留
の
み
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
町
は
当
該

地
区
を
特
定
保
留
に
位
置
付

け
る
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
国
と
県
の
調
整
の

結
果
、
国
は
一
般
保
留
で
あ

れ
ば
認
め
る
と
い
う
見
解
を
示

し
、
県
も
当
初
の
方
針
を
変
更

し
ま
し
た
。
当
該
地
区
は
県
の

手
続
き
（
約
２
年
半
）
を
経
て

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
一
般
保
留

の
位
置
付
け
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
地
元
と
の
話
し
合
い
を

通
じ
、
合
意
形
成
を
図
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

②
従
来
か
ら
示
す
面
整
備

検
討
区
域
約
63
㌶
で
は
、事
業

が
長
期
化
す
る
可
能
性
も
あ
り
、

段
階
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
検
討

し
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。現
在
町
の
考
え
方
を
お
伝

え
す
る
た
め
、戸
別
訪
問
を
行

い
、意
向
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

③
約
束
を
守
り
努
力
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た

農
用
地
解
除
は
県
に
要
望
し
ま

し
た
が
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
時
間
を
か
け
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
元
同

意
の
件
は
、
市
街
化
に
向
け
た

ス
タ
ー
ト
台
で
あ
り
申
請
し
な

け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま

す
。

　

拠
点
整
備
担
当
参
事　

④
ヒ

ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
清
書
し
た

う
え
で
渡
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

本会議インターネット中継

　寒川町議会では、本会議の模様をインターネットで中継しています。
　中継については、生中継と録画中継を行っており、ご自宅等のパソコンからご覧になることができ
ます。ぜひご覧ください。
　なお、録画中継は生中継の後、随時更新いたします。

中継は以下のアドレスからご覧になることができます。
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/about/gikai/index.html

生中継の予定
（３月定例会）

２月２４日（木）　　９時〜
２月２８日（月）　　９時〜
３月１０日（木）　　９時〜
３月１１日（金）　　９時〜
３月２４日（木）　１０時〜

ホームページは「寒川町議会」で検索できます
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平
成
22
年
11
月
に
県
地
方
自

治
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

海
老
根
議
員
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
議
員
在
職
15

　

平
成
22
年
11
月
、
三
堀
議
員

は
、
県
町
村
議
会
議
長
会
自
治

功
労
者
表
彰
及
び
永
年
勤
続
町

村
議
会
議
員
徽
章
着
用
表
彰
の

両
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
賞
は
、
議
員
在
職
11
年
以

年
以
上
で
、地
方
自
治
の
振
興
・

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
対

し
、
県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

海
老
根
議
員
は
、
平
成
７
年

８
月
に
初
当
選
し
、
文
教
福
祉

常
任
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を

歴
任
し
、
現
在
は
、
建
設
経
済

常
任
委
員
会
副
委
員
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
で
、
地
方
自
治
の
振
興
・
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
対

し
、
県
町
村
議
会
議
長
会
長
よ

り
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

三
堀
議
員
は
、
平
成
11
年
８

月
に
初
当
選
し
、
議
会
運
営
委

員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、

現
在
は
、
監
査
委
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
地
方
自
治
功
労
者
表
彰

神
奈
川
県
町
村
議
会
議
長
会
自
治
功
労
者
表
彰

永
年
勤
続
町
村
議
会
議
員
徽き

し
ょ
う章
着
用
表
彰

海老根照子議員三堀清廣議員

２
議
員
が
表
彰
さ
れ
る

総務常任委員会
日時：平成 22 年 10 月 27 日（水）
内容：施設の視察
　　①備蓄倉庫
　　（寒中・倉見・さむかわ中央公園の各防災倉庫）
　　②消防本部（通信司令室など）
　　③寒川文書館（施設運営状況）

建設経済常任委員会
日時：平成 22 年 11 月 19 日（金）
内容：施設の視察
　　○平塚市リサイクルプラザ
　　　（資源化施設の運営について）

文教福祉常任委員会

日時：平成 22 年 11 月８日（月）
内容：施設の視察
　　①小谷小学校教室棟耐震補強工事（工事完了）
　　②旭が丘中学校技術棟耐震補強工事（工事完了）
　　③介護保険指定事業所
　　（小規模多機能型居宅介護事業所・グループホーム）

　昨年 10 月・11 月、各
常任委員会が行った、委員
会活動について、その概要
を掲載します。

委員会活動
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審議した議案と結果（第４回定例会）

寒川町議会平成23年第１回定例会日程
月日（曜） 開始時間 内　　容

２月24日（木） ９：00 本会議
２月28日（月） ９：00 本会議
３月１日（火） ９：00 総務常任委員会
３月２日（水） ９：00 文教福祉常任委員会
３月３日（木） ９：00 建設経済常任委員会

３月４日（金）
９：00 寒川駅周辺整備対策特別委員会
13：15 東海道新幹線新駅対策特別委員会

３月10日（木）
９：00 本会議（一般質問）

３月11日（金）

３月14日（月）

９：00 予算特別委員会
３月15日（火）

３月16日（水）

３月17日（木）

３月22日（火）

３月24日（木） 10：00 本会議
（都合により、日程を変更する場合があります。）

http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/about/gikai/index.html
e-mail：m-gikai@town.samukawa.kanagawa.jp

○ 傍聴はどなたでもできます。当日受付をしてください。
　　（委員会の傍聴は、委員長の許可が必要です。）

　寒川町議会のホームページにも、会期の日程や議会
の傍聴のしかた、請願や陳情の手続き、議員名簿な
どを掲載しています。

　なお、不明な点については議会事務局へお問い合わ
せください。

議会事務局 総務担当ＴＥＬ0467-74-1111内線341・342

議案番号 件　　　　　　　　名 結　　果
報第 6号 専決処分の報告について
報第 7号 専決処分の報告について
議第68号 寒川町特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第69号 寒川町教育委員会教育長の給与及び勤務時間に関する条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第70号 寒川町一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 原案可決（多数）
議第71号 寒川町まちづくり寄附金条例の制定について 原案可決（全員）
議第72号 寒川町まちづくり基金条例の制定について 原案可決（全員）
議第73号 寒川町企業等の立地促進に関する条例の一部改正について 原案可決（多数）
議第74号 寒川町ふれあいセンターの指定管理者の指定について 原案可決（全員）
議第75号 神奈川県町村情報システム共同事業組合の設置について 原案可決（全員）
議第76号 町道路線の認定について 原案可決（全員）
議第77号 平成22年度寒川町一般会計補正予算（第3号） 原案可決（多数）
議第78号 平成22年度寒川町国民健康保険事業特別会計補正予算(第2号) 原案可決（多数）
議第79号 平成22年度寒川町後期高齢者医療事業特別会計補正予算(第2号) 原案可決（多数）
議第80号 平成22年度寒川町下水道事業特別会計補正予算(第2号) 原案可決（多数）
議第81号 平成22年度寒川町介護保険事業特別会計補正予算(第2号） 原案可決（多数）
委第 1号 寒川町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について 原案可決（多数）
意第14号 国民負担を軽減する医療制度の改革を求める意見書の提出について 否　　決
意第15号 介護保険制度（改正案）の見直しを求める意見書の提出について 否　　決
意第16号 環太平洋連携協定（ＴＰＰ）へ参加しないよう求める意見書の提出について 否　　決
陳第 4号 コミュニティバスの改善を求める陳情 不 採 択
陳第 6号 憲法違反の外国人参政権による選挙を実施しないことに関する陳情 審議未了
陳第 7号 国に「私学助成予算の削減に反対し、増額を要望する意見書」の提出を求める陳情 不 採 択

陳第 8号 神奈川県に「私立学校経常費補助の増額と私立高等学校等生徒学費補助金および神奈川県私立学校
学費緊急支援補助金の対象世帯の拡大、補助額の拡充を要望する意見書」の提出を求める陳情 不 採 択

陳第11号 医師・看護師等の大幅増と夜勤改善で安全安心の医療・介護を求める陳情書 不 採 択
陳第12号 非核三原則の法制化を求める議会決議・意見書採択に関する陳情 不 採 択
陳第13号 保育制度改革に関する意見書提出を求める陳情書 不 採 択
陳第15号 医業税制の存続と診療報酬への消費税のゼロ税率適用とする意見書提出を求めることに関する陳情 不 採 択
陳第16号 住民の安心・安全を支える行政サービスの拡充に関する陳情 不 採 択
陳第17号 後期高齢者医療制度の廃止に関する意見書の提出を求める陳情 不 採 択
陳第18号 最低保障年金制度の制定を求める意見書の採択を求める陳情 不 採 択
陳第19号 高齢者の生活実態に見合う年金引き上げを求める意見書の採択を求める陳情 不 採 択

（議案番号欄　　報：報告　議：議案　委：委員会提出議案　意：意見書案　陳：陳情）
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